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教育委員会の組織

【社会教育係】 （職員 ５名 ※少年指導センター所長含む ）

社会教育計画、中央公民館、子ども会連合会、社会教育委員、地区社会教育主事補、学校支援地域本部事業、

市ＰＴＡ連合会、成人式、市立図書館、少年指導センター、青少年の健全育成に関すること など

【スポーツ推進係】 （職員 ３名）

スポーツ推進審議会、生涯スポーツの推進、スポーツ少年団、運動公園施設及び市内体育館に関することなど

【文化係】 （職員 ４名 ※兼務職員含む）

文化財の保護に関すること、文化財の活用に関すること、市民文化祭、史跡に関すること など
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教育振興課

生涯学習課

教育長

教育部長

（教育振興課 職員 １５名 ※課長含む）

【庶務係】（職員 ４名）
教育委員会会議、人事、叙勲、栄典、法規等の制定・改正、学校施設の維持管理、予算・決算に関することなど
【学校規模適性化推進室】 （職員 ２名 ※庶務係との兼務職員） 学校規模適性化に関すること
【学務係】 （職員 ７名 ※指導主事含む）

教職員の人事・服務・免許・健康調査関係、学校運営の指導、教職員の研修、就学事務、教科用図書、学級編制、
就学援助、教育課程、人権教育、教育相談、特別支援教育、外国語教育、情報教育など
【小学校】（１０校）（職員（学校用務員） １名） 【中学校】（３校）
【学校給食センター】 （職員 ２名）
給食センター運営委員会会議、給食物資の購入・保管・調理・輸送、献立作成、調理指導、施設・整備の管理など

（生涯学習課 職員１３名 ※課長含む）



教育費予算【平成２８年度当初予算】
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•基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得と熊本型授業の質を高める取組の推進

•全ての子どもが楽しく「わかる・できる」ように工夫された授業のユニバーサルデザイン化

•国や県の学力調査等の結果活用と適切な学習評価による指導と評価の一体化の推進
確かな学力の育成

•いじめ・不登校、問題行動等の未然防止と解消に向けた共感的人間関係の育成と関連機関と
の連携による支援体制の強化

•児童生徒の心に響く道徳の時間の充実と教育活動全体を通した人権感覚の育成

•郷土の偉人や歴史、環境についての学習を通して、自他を大切にする心や自然に対する畏敬
の念、郷土を愛する心を醸成

豊かな心の育成

•体育・保健体育の授業の一層の充実と教育活動全体を通した体力の向上及び適正で魅力あ
る運動部活動の推進

•自ら健康の保持増進と安全管理のできる児童生徒の育成

• ｢食｣に関する指導の充実を通した望ましい食習慣の形成

健康・体力の向上

•開かれた学校づくりの推進

•教育環境の充実

•教職員の資質・指導力の向上

一人一人の教育的ニーズを
踏まえた教育活動の充実

3

平成２８年度学校教育努力目標

◎「生きる力」をはぐくむ
○基礎･基本を確実に身に付け、いかに社会が変化しようと、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、

よりよく問題を解決する資質や能力の育成（確かな学力）
○自らを律しつつ､他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性の育成（豊かな心）
○たくましく生きるための健康や体力の育成（健やかな身体）
◎生涯学習社会を展望した教育の推進を図る。

学校教育のねらい

※熊本型授業：徹底指導と能動型学習とのめりはりをつけた授業
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児童数

学校名 一小 万田小 平井小 府本小 八幡小 有明小 緑ケ丘 中央小 清里小 桜山小

児童数
（人） ４３９ ４２２ １３４ ８５ ２６６ １５７ ４４０ ５５５ １０４ １６７

○小学校 児童数 平成28年5月1日付け

○児童数の推移
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生徒数
○中学校 生徒数（人） 平成28年5月1日付け

学校名 海陽中 三中 四中

生徒数
（人） ４９４ ５１４ ３０２

○生徒数の推移
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学力の状況
（Ｈ２７年度 全国学力学習状況調査の結果から）

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

全国（公立） ７０．０％ ６５．４％ ７５．２％ ４５．０％

熊本県（公立） ７０．２％ ６４．０％ ７５．５％ ４５．６％

荒尾市 ６８．６％ ６３．７％ ７６．７％ ４７．０％

全国・熊本県・荒尾市の平均正答率

○小学校

○中学校

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

全国（公立） ７５．８％ ６５．８％ ６４．４％ ４１．６％

熊本県（公立） ７５．２％ ６６．２％ ６４．０％ ４１．６％

荒尾市 ７０．８％ ６１．６％ ５６．５％ ３５．８％

参考
実施日：平成２７年４月２１日実施
調査対象：小学校第６学年（１０校） ４７０人 中学校第３学年（３校） ４５０人
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Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

国 １．１２％ １．０９％ １．１７％ １．２１％

熊本県 ０．９６％ ０．８４％ ０．９４％ １．０６％

荒尾市 １．３８％ １．１８％ １．２４％ １．２４％

○不登校出現率（小中学校）の推移
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不登校の状況
学校基本調査（Ｈ26年度）結果から



○いじめ認知件数

○１,０００人あたりのいじめ認知件数※１
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いじめの状況
児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査結果から

Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

熊本県 ３，８６４件 １，３４９件 ２，５４９件 ８７２件 １，８４７件 ７８０件 ― ―

荒尾市 １４６件 ７３件 ２８件 １８件 ７件 １６件 ６２件 ３４件

Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度

国 １４．３件 １３．４件 １３．７件 ―

熊本県 ２９．１件 １９．１件 １５．０件 ―

荒尾市 ５０．６件 １０．７件 ５．５件 ２３．５件

※１ 国及び熊本県の1,000人あたりのいじめ認知件数については、高等学校、特別支援学校含む。
荒尾市は、小・中学校のみ。



本市における特別支援教育の取り組み
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【現状】
◆学校教育法が改正され平成19年4月から特別支援
教育制度へ転換。
◆対象障害種に学習障害（LD）や注意欠陥多動性障
害（ADHD）が加えられた。

◆障害のある児童生徒の特別支援学級数や通常学級
への入級が増加。

◆通常学級に在籍している教育上の配慮を必要として
いる児童・生徒の割合は、平成24年度に国が実施した
調査結果では約6.5％程度在籍する可能性あり。
◆本市における平成28年度の特別支援学級に在籍す
る児童生徒の全体に占める割合は、2.11％。

◆実際に、学校現場からは個別の支援を要する児童
生徒に関する声や支援員の増員などの要望もある。

◆荒尾市特別支援連携協議会を設置し、その取り組
みの中で福祉課に配属された臨床心理士が、学習や
学校での生活に困り感のある児童の保護者に対し巡
回相談を実施。
◆臨床心理士が専門的な見地からWISK-ⅳ等の結果

を活用しながら困り感の軽減につながるように保護者
や学校に助言を行い、必要であれば医療機関への受
診や特別支援教育への入級などを勧めている。

【課題】
◆平成２７年度から学校から臨床心理士への巡回相
談の依頼が増加しており、過重な負担になりつつあ
る。

◆特別支援教育支援員の確保及び人材育成を図り、
落ち着いて学習できる学習環境づくりを行う。

【特別支援学級数と在籍児童生徒数の推移】
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平成２８年度 生涯学習課取組の方向
～教育基本法の趣旨を生かして～

荒尾市民が「豊かな心（情操と道徳性など）」、
「優れた教養（知性や創造力など）」、「健やかな
体」を育むことができるよう、学校・家庭・地域の
連携をはじめ、生涯学習施設の充実や社会教
育・文化・芸術活動などへの支援を行うよう努め、
誰もが、いつでも、どこでも、気軽にスポーツを楽
しめるよう生涯スポーツの推進に努める。
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平成２８年度 生涯学習課重点努力事項

• 「くまもと家庭教育支援条例」に基づき家庭教育の重要性を広げていくため保護
者、学校、地域、関係機関、社会教育団体と連携し支援体制づくりを推進すると
ともに、参加体験型の「くまもと『親の学び』プログラム」の普及拡大を図る。ま
た、「家庭教育の向上」、子どもたちの「基本的生活習慣の確立」、「自立心の育
成」及び「心身の調和のとれた発達」を図るための一助として、家庭教育支援
リーフレット「荒尾っ子の『できるといいね』」の啓発に努める。

家庭教育支援の充実

•地域における奉仕活動・体験活動や異年齢による遊びを通して学ぶ機会の充実を図
り、郷土を愛する心や豊かな人間性・社会性を育む。各種団体や関係者との連携強
化や地域における指導者の育成に努め、地域の子どもは地域で育てることの仕組み
づくりと社会的気運の醸成を図る。また、地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれ
る環境や学びの場を提供するため「放課後子ども教室事業」、「学校支援地域活動事
業」の地域教育力を活用した事業の推進に努める。

地域の教育力の活性化

•学習の機会や学習の成果を生かすことができる機会の充実を図るため、関係部局・
機関等と広く連携しながら、先導的かつ広域的事業を積極的に推進する。また、読書
ボランティアの育成とその活用を進めるとともに、「肥後っ子いきいき読書アドバイザー
事業」をより多くの学校で活用し、読書環境の改善を図る。「第２次荒尾市子どもの読
書活動推進計画」を策定し、計画の普及啓発に努める。

社会教育の振興

•社会教育関係団体や中央公民館、図書館等社会教育施設の活性化に寄与するた
め、情報収集及び提供の充実を図る。また、中央公民館、図書館の指定管理者と連
携を密にし、先導的かつ効果的な主催事業を展開するとともに一層の利用促進を図
る。２市２町の図書館相互利用により、図書館の広域利用を促進し市民の教養の向上
及び文化の発展に努める。

社会教育関係団体・

施設の活性化
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平成２８年度 生涯学習課重点努力事項

•スポーツが住民の生活の一部となるような日常的スポーツ活動を支援し、地
域の実情に応じたスポーツ環境の整備・充実を図る。また、地域の教育力とし
て総合型地域スポーツクラブの育成を図る。また、本年が荒尾市スポーツ振
興基本計画の最終年度となるため、計画の見直しを行い新たに計画を策定
する。施設面においても、安全確保と市民に親しまれる環境整備の充実に努
めるとともに、運動公園施設の長寿命化計画及び施設の再配置計画を策定
する。

生涯スポーツの振興

•荒尾市民文化祭をはじめ各種文化事業及び文化団体の支援を図る。また、
世界遺産の万田坑の保存整備を推進し、貴重な文化遺産に対する市民意識
の高揚へ繋げる。さらに、孫文とその活動を支援した宮崎滔天をはじめとする
宮崎兄弟を顕彰し活用する。なお、平成28年度は海達公子生誕１００年の記
念の年であることから、地域の団体と連携して海達公子を顕彰するイベントを
実施する。

文化振興及び文化財の整備

• 「熊本県人権教育・啓発基本計画」を踏まえつつ、社会教育分野において同
和問題を人権問題の重要な柱としてとらえ、あらゆる人権問題の解決のため
に、家庭や地域等における人権教育を推進する。

人権教育の充実


